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福音の
ひびき

8月の説教者

4 日　年間第18主日
スサント・プリヨ

（江南教会）

11日　年間第19主日
石脇　慶總

（名古屋教区）

18日　年間第20主日
バサ・イグナシウス・クリスティアヌス

（平針教会）

25日　年間第21主日
真野　和夫

（名古屋教区）

9月の説教者

1 日　年間第22主日
平澤　忠雄
（布池教会）

8 日　年間第23主日
椎尾　匡文

（高蔵寺教会）

15日　年間第24主日
アントニー・ビ・アンニン

（東海教会）

22日　年間第25主日
新立　大輔
（南山教会）

29日　年間第26主日
ブレンダン・ケレハ

（神言修道会）

８
月
６
日
㈫
～
15
日
㈭

「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

�

平
和
旬
間
」

愛
岐
ブ
ロ
ッ
ク
の
多
治
見

教
会
で
６
月
30
日
、
一
粒
会

の
集
い
が
開
催
さ
れ
た
。
教

区
内
東
海
地
区
の
各
地
か
ら

多
く
の
信
者
が
集
ま
っ
た
。

前
瀬
戸
教
会
主
任
司
祭

で
、
現
在
は
大
阪
教
区
・
仁

川
教
会
主
任
司
祭
の
和
越
敏

（
カ
ズ
コ
シ　

ビ
ン
）
神
父

が
講
演
を
し
た
。

「
イ
エ
ス
に
従
っ
て
い
き

た
い
理
由
は
？
」
と
い
う
演

題
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用

い
て
、
自
身
の
生
い
立
ち
か

ら
話
を
進
め
た
。

ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
神
父
は

少
年
期
に
、
毎
日
早
朝
か
ら

ミ
サ
へ
行
か
さ
れ
た
こ
と
、

青
年
期
に
叔
母
の
シ
ス
タ
ー

や
担
任
の
言
葉
、
孤
児
院
で

の
子
供
た
ち
と
の
出
会
い
、

母
親
の
言
葉
な
ど
を
通
し
て

召
命
へ
導
か
れ
た
。
神
父
の

弟
の
叙
階
式
の
様
子
や
、
ベ

ト
ナ
ム
の
小
教
区
で
の
映
像

を
交
え
な
が
ら
話
し
た
。

日
本
に
来
た
当
初
、
ベ
ト

ナ
ム
の
神
学
校
と
の
違
い
や

言
葉
の
難
し
さ
な
ど
か
ら
無

気
力
に
襲
わ
れ
、
つ
ら
い
思

い
を
し
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら

は
置
か
れ
て
い
る
所
で
や
っ

て
み
よ
う
と
意
識
が
変
わ
っ

て
い
っ
た
こ
と
を
話
し
た
。

「
教
会
に
喜
び
が
な
け
れ

ば
、
悲
し
い
顔
を
し
て
い
て

は
、
人
は
教
会
へ
来
な
い
。

教
会
自
身
が
喜
び
を
示
す
よ

う
に
な
る
こ
と
が
必
要
」
と

言
わ
れ
た
の
が
印
象
に
残
っ

た
。

最
後
に
「
な
ぜ
イ
エ
ス
に

従
う
の
か
」と
い
う
こ
と
を
、

ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
（
例
え
ば

イ
エ
ス
は
よ
く
覚
え
て
い
な

い
、
イ
エ
ス
は
計
算
が
で
き

な
い
な
ど
…
）
で
イ
エ
ス
の

愛
に
満
ち
た
姿
を
表
し
た
。

講
演
後
は
松
浦
司
教
、
和

越
神
父
、
平
田
神
父
、
ア
ル

デ
ィ
神
父
が
ミ
サ
を
捧
げ
、

早
川
助
祭
も
奉
仕
し
た
。
最

後
に
短
い
時
間
な
が
ら
茶
話

会
で
交
流
を
深
め
て
、
一
粒

会
の
集
い
を
終
え
た
。

�

（
多
治
見
教
会　

片
山 

豊
）

西
村
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

参
加
者
は
こ
の
20
年
間
で

最
高
の
150
人
で
あ
っ
た
。
準

備
し
た
120
部
の
ミ
サ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
大
幅
に
不
足
と

な
っ
た
が
、
多
治
見
教
会
ス

タ
ッ
フ
が
全
ペ
ー
ジ
印
刷
し

て
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
の
迅
速
さ
に
驚
く
と
と
も

に
、
思
い
や
り
の
深
さ
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
。

150
人
の
う
ち
、
愛
岐
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
参
加
し
た
人
は
70
人

を
占
め
て
い
た
。
や
は
り
愛

岐
の
方
々
に
は
和
越
神
父
の

懐
か
し
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ

い
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ハンセン病に関わる日本カトリック司教団の謝罪声明
ハンセン病回復者のみなさまと家族のみなさま
そして、すでに天に召された方々へ
　わたしたちカトリック教会の日本司教団は、ハンセン病回復者のみな
さまと家族のみなさま、そして、すでに天に召された方々への謝罪を表
明いたします。
　まず、これまで「らい予防法」が廃止された1996年、熊本地裁判決に
おいて国の責任が認められ、回復者（元患者）に対して補償が行われた
2001年、そして、「ハンセン病問題に関する検証会議」が被害の実態と原
因、再発防止のための施策を「最終報告書」としてまとめた2005年の折も、
司教団として、回復者、家族への謝罪を表明せず、今日に至ったことを
お詫びします。
　ハンセン病について世界では、1943年に特効薬プロミンが開発され速
やかに治癒する病気になったことを受け、1956年の「ローマ宣言」（患者
の保護及び社会復帰に関する国際会議決議）で、「らい予防法」のような
差別的な法律の撤廃が宣言されました。にもかかわらず、日本の国策は
2001年まで変わらず、終生絶対隔離が続けられました。
　日本の司教団は、ハンセン病患者を隔離し絶滅させるという国策に対
し反対することもなく、入所者のみなさまの奪われていた権利の回復を
求めるのでもなく、人生被害を増大させたことに気付かず、当事者の権
利を守る視点に立てませんでした。そして、ハンセン病患者・回復者、
その家族に対し、長い間、言葉にできないほどの苦しみを与えてしまっ
たことを深く反省します。
　現在、全国の療養所に入所されている方々も家族の方々も年を重ね、
すでに高齢になられていることを踏まえますと、これ以上の謝罪の遅れ
は許されません。
　ここに、わたしたち日本のカトリック司教団は、ハンセン病回復者の
みなさまと家族のみなさま、そしてすでに天に召された方々に対して、
当事者たちの当然の権利を守る視点に立てなかった責任を認め、謝罪い
たします。
　そして、今後再び同じような過ちを犯すことのないように、主イエス・
キリストに倣って、人を大切にし、人権尊重にもとることのないよう、
心より誓うものです。
� 2019年7月10日
� 日本カトリック司教団

教区の皆さま

戦争が起こらないように祈って下さい！
“剣をさやに納めなさい。剣を取るものは皆、剣で滅びる”（マタイ26：52）
 主の平和
　報道などでご存知のように、米国とイランの間で緊張感が高まり、武力衝突、
戦争の危機が迫っています。私たちは、イラク戦争（2003年3月）のときのこと
を思い出します。教皇ヨハネ・パウロ二世は戦争の危機が迫った時に、当時のブッ
シュ米国大統領とイラクのフセイン大統領に特使を送り、全力を尽くして戦争の
回避を訴え、自ら深く祈り続けました。しかし、そのような努力にも関わらず、
戦争に向かう歯車は止まらず、結局、イラク戦争に突入し、はかり知れない犠牲
者を出し、その影響は今も続いています。あの時、戦争をしないでと訴えた少女
の叫びが迫ってきます。
　�シャルロット・アルデブロン（米国メーン州に住む13歳。2003年、イラク戦争
反対の集会でのスピーチより）

　�「…考えてみて下さい。イラクの2400万人の国民の半分が15歳より下の子ども
なんです。1200万人の子どもです。私みたいな。…よく見て下さいね。イラク
を攻撃するときに考えなきゃいけないことが分かるはずです。みんなが破壊し
ようとしているのは、私みたいな子どものことなんです」

　もし、米国とイランが戦争になれば、最新兵器も使われ、イラク戦争をはるか
に超える悲惨な状態になり、また世界に取り返しのつかない大きな分裂をもたら
すことになるでしょう。集団的自衛権を法的に認めた日本はこの戦争に協力する
ことになり、自衛隊も何らかの形で関わることになるかもしれません。
　どうか、個人で、また共同体で戦争が起こらないように祈って下さい。祈りは
大きな力です。キリストは「十字架を通して両者を一つの体として神と和解させ、
十字架によって敵意を滅ぼされた」（エフェソ2：16）のですから。
　具体的には、ミサの意向、ロザリオ、平和を求める祈り（アシジのフランシス
コ）、その他の祈り、犠牲などを捧げていきましょう。
　もし、各共同体で祈ったことを「霊的花束」として集め、平和旬間の終わる8
月15日までに送っていただけたらそれらを集め、私たちの思いをアメリカ大使館
とイラン大使館を通してそれぞれの大統領に届けたいと思います。
� 平和を祈りつつ
� 2019年7月18日
� 　教区司教　松浦悟郎
� 名古屋教区・司祭団

北陸ブロック・ 
平和祈願ミサ

日　時　8月12日（月・祝）
　　　　10：30～
会　場　カトリック金沢教会
　　　　金沢市広坂1-1-54
平和祈願ミサ　
　　　　主司式　松浦悟郎司教
問合せ　カトリック金沢教会
　　　　☎076-264-2536

カトリック名古屋教区  「平和の集い」
Gathering of prayer for PEACE
テーマ　「戦争しない・させない」

日　時　8月11日（日）13：30～17：00
会　場　名古屋カテドラルカトリック布池教会
　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23
内　容　13：30～第1部　シンポジウム
　　　　　　　　�講演　�水野晴仁さん（戦争を語り継ぐ会）、若者との対話
　　　　15：30～第2部　平和祈願ミサ
　　　　　　　　主司式　松浦悟郎司教
問合せ　名古屋教区社会福音化推進部　☎052-935-7180（福信館）
駐車場　�駐車台数が限られていますので公共交通機関をご利用ください。

《北陸地区　一粒会の集い》
日　時　8月25日（日）14：00～16：30
場　所　カトリック敦賀教会
　　　　福井県敦賀市清水町1-16-17
第一部　講演　「司祭職に求められることは？」
　　　　講師　平田豊彦神父
　　　　　　　（一粒会指導司祭・布池教会主任）
第二部　司教と共に捧げるミサ
問合せ　一粒会委員長 西村由美子
　　　　☎/FAX 0561-54-9754

東
海
地
区
一
粒
会
の
集
い　

in
多
治
見

「
教
会
に
喜
び
が
な
け
れ
ば
、

�

人
は
教
会
へ
来
な
い
」
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信
仰
を
つ
む
ぎ
、
信
仰
を
つ
な
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
―
福
音
化
の
歩
み
の
た
め
に
―

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
５

月
31
日
、
長
崎
教
区
ペ
ト
ロ

中
村
倫
明
神
父
を
長
崎
教
区

補
佐
司
教
に
任
命
す
る
と
発

表
し
た
。

中
村
被
選
司
教
は
、
１
９

６
２
年
３
月
21
日
長
崎
県
西

海
市
生
ま
れ
。
88
年
司
祭
叙

階
。
ロ
ー
マ
留
学
、
小
神
学

校
や
大
神
学
校
の
養
成
者
な

ど
を
経
て
、
現
在
、
三
浦
町

小
教
区
主
任
司
祭
。
叙
階
式

は
９
月
16
日
㈪
13
時
よ
り
、

カ
ト
リ
ッ
ク
浦
上
教
会
に
て

行
わ
れ
る
。

長
崎
教
区
補
佐

司
教
に

中
村
倫
明
神
父

希
望
を
新
た
に

　
　
修
女
連
交
流
会
を
開
く

―
一
人
一
人
が
ん
ば
っ
て
い
る
―

福
信
館
炊
き
出
し

　
　

夏
季
大
募
金
の
お
願
い

「
止
ま
り
木
」
を
続
け
る
た
め
に

名
古
屋
教
区
女
子
修

道
会
・
在
俗
会
連
盟
は

６
月
23
日
、
教
区
セ
ン

タ
ー
で
交
流
会
を
開
い

た
。ま

ず
、
名
古
屋
教
区

で
の
司
祭
の
召
し
出
し

を
願
っ
て
、
全
員
で
ロ

ザ
リ
オ
一
連
を
唱
え

た
。次

に
、
修
道
院
ご
と

の
自
己
紹
介
を
し
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
連

想
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、

名
古
屋
の
地
に
派
遣
さ

2019年平和旬間　日本カトリック司教協議会会長談話

平和は「すべての人の全人的発展の実り」
　1981年2月25日、聖ヨハネ・パウロ二世教皇は、広島で鮮烈な平和アピールをな

さいました。そのアピールに呼応して日本の教会は翌年から「日本カトリック平

和旬間」（8月6日～15日）をもうけて、平和について考え、平和のために祈り行動

するよう努めてきました。「広島平和アピール」から38年9カ月後の今年11月、教

皇フランシスコが日本を訪問され、新たな平和メッセージを世界に向けて発信し

てくださるものと期待しています。

　教皇フランシスコは、就任以来、折に触れて平和と核兵器廃絶について発言し

てこられました。2017年7月7日、国連総会で「核兵器禁止条約」という画期的な

条約が採択されました。これに先立つ3月23日に、教皇は国連総会に次のような

メッセージを送られました。テロ、軍事力の差のある者同士の紛争、情報の安全

確保、環境の問題、貧困などは、複雑に絡み合って、現代世界の平和と安全を脅

かしています。しかし核の脅威はそのような課題に効果的に応えることはできま

せん。恐怖に基づく安定は、実際には恐怖をさらに増し、諸国民の信頼関係を損

なうだけです。もしそうなら、その安定をどれだけ維持できるか自問すべきです。

「国際平和と安定は、互いの破壊または全滅の脅威とか、単なる力の均衡の維持と

いった、誤った安心感の上に成り立ち得ません。平和は、正義、人間の全人的発展、

基本的人権の尊重、被造物の保護、すべての人の社会生活への参加、諸国民間の

信頼、平和を重んじる制度の促進、教育と福祉の恩恵に浴すること、対話と連帯

の上に築かれなければなりません。」なお、バチカンは「核兵器禁止条約」を最初

に批准した三カ国の一つですし（9月20日）、11月には国際会議「核兵器のない世

界と総合的軍縮への展望」を主催しました。

　教皇フランシスコによると、「すべての人の全人的発展」とは、諸国民の間に経

済格差や排除がないこと、社会がだれ一人排除されず、だれもが参加できる開か

れたものであること、人間の成長発展になくてはならない経済、文化、家庭生活、

宗教などが保障されること、個人が自由であると同時に共同体の一員であること、

一人ひとりに神が現存されることなどを意味します。平和は、この「すべての人

の全人的な発展の実り」として生まれるのです（使徒的勧告『福音の喜び』219）。

従って、世界の平和と安全を築き確かなものとするためには、核兵器廃絶によっ

て核の脅威を払拭するだけではなく、それと同時にすべての人があらゆる面でよ

り豊かにされていく必要があるということです。

　教皇とともに、核兵器廃絶の実現を求めつつ、すべての人の全人的発展に深く

かかわることによって平和をつくっていくことができるよう、平和の神に熱心に

祈り、それぞれができることから始めるようにいたしましょう。

� 2019年7月7日

� 日本カトリック司教協議会会長

� カトリック長崎大司教　髙見　三明

れ
て
ど
の
よ
う
な
奉
仕
を
し

て
い
る
の
か
を
分
か
ち
合
っ

た
。祈

り
を
通
し
て
、
存
在
を

通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
の
活
動
を
通
し
て
、
一
人

一
人
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
様

子
が
互
い
に
伝
わ
っ
た
。

名
古
屋
教
区
か
ら
次
々
と

修
道
会
が
撤
退
し
て
い
る
現

状
が
あ
る
が
、
奉
献
生
活
者

が
互
い
の
召
命
を
理
解
し
合

い
、
松
浦
司
教
の
示
す
方
針

に
沿
っ
て
、
力
を
合
わ
せ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

希
望
を
新
た
に
す
る
集
い
と

な
っ
た
。
九
つ
の
修
道
会
・

在
俗
会
か
ら
19
人
が
参
加
し

た
。

（
修
女
連
会
長
・

�

援
助
会　

渡
邊
か
を
る
）

「
こ
の
国
か
ら
貧
し
い
者

が
い
な
く
な
る
こ
と
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
は
あ

な
た
に
命
じ
る
。
こ
の
国
に

住
む
同
胞
の
う
ち
、
生
活
に

苦
し
む
貧
し
い
者
に
手
を
大

き
く
開
き
な
さ
い
。」（
申

14
・
11
）

昨
年
度
は
、
福
信
館
炊
き

出
し
緊
急
募
金
へ
暖
か
い
ご

理
解
と
多
く
の
ご
協
力
（
約

500
万
円
）
を
た
ま
わ
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
陰
様
で
２
０
１
８
年

度
は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
た
ち

の
生
き
る
力
の
一
助
を
続
け

て
来
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し

19
年
度
に
入
り
寄
付
金
の
減

少
も
あ
り
、
ま
た
資
金
不
足

と
な
り
ま
し
た
。
再
度
の
寄

付
金
の
お
願
い
は
大
変
心
苦

し
い
で
す
が
、
炊
き
出
し
活

動
の
継
続
に
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

最
近
、
炊
き
出
し
で
見
か

け
る
30
歳
代
の
青
年
に
声
を

掛
け
ま
し
た
。
彼
は
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。「
自
分
に
は

知
的
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
り
、
い

つ
も
父
親
と
喧
嘩
し
て
い
る

か
ら
居
場
所
が
な
く
、
昼
間

は
外
出
し
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い

る
。
け
れ
ど
、
所
持
金
が
な

い
の
で
、
水
を
飲
ん
で
腹
を

み
た
し
て
い
る
。
街
で
出

会
っ
た
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
か

ら
炊
き
出
し
の
こ
と
を
教
わ

り
来
る
こ
と
と
な
っ
た
。
食

事
も
う
ま
い
し
、
ホ
ー
ム

レ
ス
の
人
た
ち
が
親
切
に
し

て
く
れ
る
の
で
居
心
地
が
良

い
。毎
回
、来
る
こ
と
と
な
っ

た
」。
父
親
と
顔
を
合
わ
せ

ら
れ
ず
、
日
中
、
空
腹
で
街

を
彷ほ

う
徨こ

う
す
る
し
か
な
か
っ
た

彼
が
炊
き
出
し
を
ひ
と
と
き

の
「
止
ま
り
木
」
に
し
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
居
場
所
の
な

い
人
々
が
数
多
く
い
る
こ
と

に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

炊
き
出
し
は
微
力
な
働
き

で
す
が
、
そ
れ
で
も
彼
の
よ

う
に
必
要
と
す
る
人
の
い
る

こ
と
も
確
か
で
す
。
こ
の
働

き
が
、
今
後
も
続
け
ら
れ
ま

す
よ
う
、
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ど
う
か
「
人
の

子
に
は
枕
す
る
と
こ
ろ
も
な

い
」
と
貧
し
い
人
々
に
関
わ

ら
れ
た
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
の

招
き
に
皆
様
と
応
え
て
行
き

た
い
と
願
い
ま
す
。
年
々
、

生
活
の
苦
し
く
な
る
現
日
本

で
す
が
、
よ
り
困
難
に
追
い

や
ら
れ
た
人
々
に
想
い
と
働

き
を
寄
せ
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

（
福
信
館
炊
き
出
し　

�

代
表　

竹
谷　

基
）

戸
蔵
つ
ば
き
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。
主
催
は
「
松
浦
司
教

の
お
話
を
聞
く
会
」。

講
演
前
に
は
、
幼
児
か
ら

70
代
ま
で
の
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
グ

ル
ー
プ
「
ピ
ー
ス

合
唱
団
」
が
、
熱

の
こ
も
っ
た
歌
声

を
披
露
し
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
放
送
さ
れ
た

高
校
生
に
よ
る
１

万
人
模
擬
国
民
投

票
に
取
り
組
む
生

徒
た
ち
の
活
動
を

描
い
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を

鑑
賞
し
た
。

松
浦
司
教
は
、

「
日
本
に
憲
法
9
条
が
あ
る

こ
と
で
、
日
本
が
過
去
の
よ

う
な
侵
略
戦
争
を
し
な
い
と

い
う
安
心
感
を
ア
ジ
ア
諸
国

に
与
え
て
い
る
」
と
、
憲
法

９
条
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。「経

済
は
平
和
の
中
で
こ

そ
営
ん
で
い
く
も
の
で
、
両

立
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
軍

事
産
業
に
引
き
ず
ら
れ
な
い

よ
う
に
、
各
々
が
考
え
ら
れ

る
力
を
つ
け
、
あ
き
ら
め
ず

に
話
し
合
っ
て
い
く
」

「
あ
き
ら
め
る
こ
と
は
、

考
え
る
こ
と
の
放
棄
で
あ

り
、
平
和
を
放
棄
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
平

松
浦
悟
郎
司
教
を
迎
え
、

「
私
た
ち
が
選
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
未
来
」
と
題
す
る
講
演

会
が
６
月
22
日
、
瀬
戸
市
瀬

松
浦
司
教
講
演
会

「
私
た
ち
が
選
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
未
来
」

平
和
は
努
力
し
て
維
持
す
る
も
の

し
た
。
映
像
が
終
了
す
る
や

会
場
か
ら
拍
手
が
沸
き
起

こ
っ
た
。

講
演
後
は
、
二
人
の
小
学

生
の
子
ど
も
を
持
つ
母
親
と

司
教
の
対
談
。
母
親
の
「
意

見
を
言
う
こ
と
や
投
票
を
す

る
こ
と
で
何
か
が
変
わ
る
、

と
い
う
経
験
を
し
た
こ
と
が

な
い
。
何
も
変
わ
ら
な
い
と

い
う
諦
め
の
気
持
ち
が
ど
こ

か
に
あ
る
」
と
い
う
発
言

に
、
司
教
は
「
家
庭
の
中
で

子
供
た
ち
に
、
考
え
て
意
見

を
言
い
、
議
論
を
す
る
経
験

を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

に
よ
っ
て
親
の
思
い
や
ル
ー

ル
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
と

い
う
経
験
を
持
た
せ
て
あ
げ

て
ほ
し
い
」
と
応
え
た
。

「
親
が
何
に
怒
り
、
何
に

涙
す
る
か
、
子
ど
も
た
ち
は

見
て
い
る
」
と
助
言
し
た
。

�（
瀬
戸
教
会　

太
田
智
恵
子
）

和
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
努
力
し
て
維
持
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
」

講
演
に
続
い
て
、
昨
年
の

沖
縄
慰
霊
の
日
に
中
学
３
年

の
相
良
倫
子
さ
ん
が
平
和
の

詩
「
生
き
る
」
を
力
強
く
朗

読
す
る
様
子
を
映
像
で
紹
介
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信
仰
を
つ
む
ぎ
、
信
仰
を
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ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
―
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の
歩
み
の
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に
―
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2018年度決算の概観
　2018年の決算報告をお知らせします。収入源の主な
ものは、全小教区からのミサ献金、維持費献金の11％
からなる本部維持献金と小教区担当の全司祭の生活費
の原資となる司牧協力分担金、その他に修道会からの
献金などがあります。これらで、司祭、職員の人件費、
活動費、管理運営費などを賄いますが、不足分が出た
場合は一般会計の積立金から繰り入れ、その分が一般
会計の赤字ということになります。以下に2018年度の
特徴を挙げます。
1．‌�昨年度は、司祭生活費支給制度が新たにされ、皆
さまのご努力で特に修道会への司祭生活費は安定
した支払いができました。

2．‌�2018年度決算では繰り越しもあり黒字になってい
る形ですが、実際には、岐阜県可児市の塩地区に
念願の殉教者顕彰碑建設用地購入、正義と平和協
議会全国集会という大きな支出があり、野村司教、
松浦司教のそれぞれの司教会計口から一般会計に
繰り入れているために、約600万円を取り崩して補
填したことになり、実際には赤字となっています。

3．‌�インドネシアでの災害支援金では名古屋教区から
合計4,759,906円（聖心布教会の200万円を含む）を
送ることができました。

4．‌�この他に、一般会計には出ていませんが、信徒全
員が会員ということでスタートした一粒会では、
皆さまの祈りと多くの献金を頂きました。感謝の
うちに別途、報告させていただきます。

　一般会計以外の名古屋教区の収入としては、事業収
入として布池文化センター、ヨゼフ館（結婚式）、資
産運用益などがあり、それらはカテドラルを含めた建
物維持や法人運営に関わる費用に当てられますが、近
年、どれも減少しているのが現状です。

繰越金の誤差について
　名古屋教区の法人規則に従い、予算は毎年3月末の
責任役員会で決定し、評議員会の同意を得ます。その
時点では前年度の決算が確定しないため、次期繰越額
は仮決算に基づきます。決算は5月末の責任役員会で
決定し、評議員会の同意を得ます。この時点で前期繰
越額が確定されます。2018年度の次期繰越額と、2019
年の前期繰越額の誤差はそのために生じております。

2019年度予算について
　今年度は、特別な行事や大きな支出は予定されてい
ません。昨年は、殉教者顕彰碑建設用地の整備のため
に約200万円の寄付が集まりました。今後、顕彰碑を
建てるためにも、皆さまの寄付を引き続きお願いする
ことになります。

終わりに
　各小教区の皆さまには、全体として高齢化の影響を
受けながらも、教会活動や維持のために努力してくだ
さり、また、突然の災害などへの支援も寛大に協力し
てくださっていることを心から感謝します。
　今後、たとえ、経済的な実態から全体としての教会
の規模が小さくなったとしても、福音を告げる熱意は
弱まることなく、キリストの心にかなった教区となっ
ていくことができるように、皆さまと共に歩んでいけ
ればと思います。
　皆さまのあらゆる面での協力に改めて感謝申し上げ
ますと共に、信徒の皆様の上に神様の祝福をお祈り申
し上げます。
� （名古屋教区司教　松浦悟郎）
� （名古屋教区会計担当　平田豊彦）

名古屋教区一般会計報告

2018年度収支決算書の要約
2018年 ４ 月 １ 日から2019年 ３ 月31日まで

（単位：円）

2019年度収支予算書の要約
2019年 ４ 月 １ 日から2020年 ３ 月31日まで

（単位：円）
収入の部
本部維持献金 26,086,330
司牧協力分担金 70,185,721
信徒協献金 746,289
キリシタン顕彰碑建設寄付金 2,070,824
その他献金・寄付金 2,563,618
修道会教区宣教協力金 3,460,000
雑　収　入 555
松浦司教繰入 1,500,000
野村司教繰入 5,033,000
繰入金収入 310,124
　当期収入合計（A） 111,956,461
　前期繰越収支差額 191,679
　収　入　合　計（B） 112,148,140
支出の部
活動費管理費 25,710,708
人　件　費 8,874,000
儀典集会費 252,921
研　修　費 86,714
図書印刷費 151,003
中央協分担金他 3,500,000
寄　付　金＊ 1,851,147
その他活動費 715,486
修　繕　費 1,224,007
賃　借　料 2,361,918
会　議　費 116,460
慶弔渉外費 100,000
旅費交通費 620,390
通信運搬費 624,803
備品・消耗品費 462,161
水道光熱費 1,160,351
保　険　料 181,940
その他管理費 3,427,407

司牧協力献金（修道会宛） 52,000,000
教区司祭生活費 18,185,724
委員会助成金支出 4,763,120
福信館等助成金支出 802,268
塩の土地購入整備資金 9,947,000

　当期支出合計　　　　 （C） 111,408,820
　当期収支差額　　 （A）－（C） 547,641
　次期繰越収支差額（B）－（C） 739,320
＊ インドネシア地震災害支援金等

収入の部
本部維持献金 26,041,164
司牧協力分担金 68,958,836
信徒協献金 500,000
キリシタン顕彰碑建設寄付金 500,000
その他献金・寄付金 250,000
修道会教区宣教協力金 2,450,000
雑　収　入 50

繰入金収入 3,462,000
　当期収入合計（A） 102,162,050
　前期繰越収支差額 0
　収　入　合　計（B） 102,162,050
支出の部
活動費管理費 27,471,000
人　件　費 9,366,000
儀典集会費 420,000
研　修　費 200,000
図書印刷費 250,000
中央協分担金他 3,490,000
寄　付　金 1,050,000
その他活動費 1,155,000
修　繕　費 1,000,000
賃　借　料 2,500,000
会　議　費 150,000
慶弔渉外費 270,000
旅費交通費 1,000,000
通信運搬費 700,000
備品・消耗品費 700,000
水道光熱費 1,250,000
保　険　料 190,000
その他管理費 3,780,000

司牧協力献金（修道会宛） 52,000,000
教区司祭生活費 16,958,835
委員会助成金支出 4,112,500
福信館等助成金支出 810,000

予　備　費 809,715
　当期支出合計　　　　 （C） 102,162,050
　当期収支差額　　 （A）－（C） 0
　次期繰越収支差額（B）－（C） 0
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2018年度　各小教区諸献金・本部納付金一覧表
（単位：円）

教会・施設名 広報の日 聖ペトロ 聖地献金 難民移住移動 世界宣教 宣教地召命 世界こども 四旬節 新教会建設 諸献金合計 本部維持費

熱田教会 23,401 22,127 33,754 20,570 20,242 23,470 69,271 125,570 24,620 363,025 518,429

恵方町教会 ――　　 9,000 6,000 4,000 11,000 5,000 12,000 52,000 7,000 106,000 274,134

押切教会 6,440 4,100 3,000 1,400 5,480 3,151 10,241 35,247 2,000 71,059 236,164

五反城教会 29,045 26,980 6,000 32,328 39,956 42,824 38,330 35,900 39,910 291,273 754,497

城北橋教会 14,420 7,256 12,820 9,465 9,610 20,950 23,630 86,715 16,010 200,876 960,134

膳棚教会 19,730 17,400 10,179 12,650 12,200 18,200 19,350 55,636 5,361 170,706 302,883

鳴海教会 4,520 16,013 8,205 4,630 1,650 5,220 3,500 21,920 ――　　 65,658 540,947

南山教会 24,149 38,540 27,101 17,100 35,489 81,735 126,793 109,381 84,632 544,920 2,651,270

布池教会 12,418 14,694 32,693 6,831 15,146 12,412 33,010 82,097 22,207 231,508 2,265,993

東山教会 30,675 30,273 10,352 30,065 28,039 33,182 40,791 62,423 7,200 273,000 768,547

日比野教会 25,092 25,116 8,109 20,869 ――　　 26,048 27,845 18,784 ――　　 151,863 492,093

緑ケ丘教会 12,220 6,200 20,778 ――　　 37,180 17,585 10,569 21,870 8,120 134,522 221,364

港教会 17,789 23,082 25,000 ――　　 19,415 9,373 17,205 48,168 23,463 183,495 723,554

名東教会 1,700 1,500 4,500 3,350 1,000 4,200 1,960 4,000 ――　　 22,210 128,510

守山教会 9,160 10,800 16,455 10,920 6,995 7,990 12,610 92,664 3,000 170,594 161,883

八熊教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 30,536 ――　　 30,536 179,107

安城教会 15,000 16,000 20,000 20,000 17,443 12,877 22,492 35,000 25,000 183,812 555,389

一宮教会 4,310 4,310 6,278 8,300 8,373 ――　　 5,821 60,325 36,000 133,717 1,047,577

稲沢教会 3,260 6,292 4,580 3,810 4,900 2,960 4,350 29,443 8,480 68,075 106,117

津島教会 6,282 5,780 ――　　 ――　　 ――　　 5,711 3,461 ――　　 3,750 24,984 92,783

岡崎教会 23,100 26,064 15,680 22,895 28,900 31,100 47,035 62,786 46,500 304,060 721,795

春日井教会 33,000 30,000 33,000 33,000 33,000 33,000 15,000 25,000 ――　　 235,000 472,409

刈谷教会 ――　　 7,400 15,000 ――　　 ――　　 ――　　 15,000 15,000 ――　　 52,400 544,293

高蔵寺教会 9,900 8,900 4,100 7,000 ――　　 9,000 9,400 9,200 4,750 62,250 351,354

江南教会 8,393 11,930 11,700 13,836 7,450 9,000 11,580 46,164 13,000 133,053 353,570

小牧教会 10,871 7,400 14,886 8,772 13,587 6,000 23,237 57,573 40,945 183,271 385,153

聖心教会 29,850 29,000 33,600 33,500 37,330 33,500 50,120 43,000 33,620 323,520 704,905

瀬戸教会 27,832 60,535 15,401 56,031 25,114 39,607 61,898 82,348 21,450 390,216 667,380

東海教会 10,726 11,230 ――　　 12,196 9,011 12,195 17,200 ――　　 2,000 74,558 258,246

豊橋教会 56,000 47,000 30,000 58,000 54,000 45,000 76,000 130,000 37,000 533,000 949,055

長浦教会 3,200 4,000 5,000 5,700 4,200 3,000 6,700 25,684 6,200 63,684 151,220

半田教会 3,000 3,000 3,500 4,022 2,850 3,000 6,000 10,821 11,800 47,993 288,840

平針教会 ――　　 20,155 ――　　 20,955 19,502 ――　　 20,043 ――　　 ――　　 80,655 548,935

大垣教会 8,300 8,600 14,404 10,850 8,720 7,325 9,009 10,630 11,221 89,059 346,120

岐阜教会 40,000 42,000 42,100 43,000 45,200 46,300 37,000 153,000 44,500 493,100 734,585

各務原教会 12,283 4,600 11,000 11,200 14,203 ――　　 20,000 30,000 10,000 113,286 360,416

多治見教会 6,000 3,000 7,000 3,000 3,000 4,000 12,000 20,000 6,000 64,000 964,251

瑞浪教会 ――　　 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 ――　　 5,000 35,000 86,067

美濃加茂教会 6,500 4,550 10,400 6,000 11,040 6,500 11,500 15,500 10,100 82,090 460,490

金沢教会 73,560 67,726 8,720 69,447 66,736 78,300 124,225 ――　　 81,112 569,826 1,438,885

小松教会 5,500 8,000 5,500 6,500 8,000 6,000 6,000 38,800 3,000 87,300 101,123

七尾教会 3,610 6,550 1,000 3,685 5,875 7,205 10,795 27,000 14,300 80,020 106,569

三馬教会 ――　　 3,500 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 3,600 4,500 11,600 204,465

松任教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 0 7,358

輪島教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 0 13,904

敦賀教会 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 7,020 4,000 39,020 224,326

小浜教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 0 17,936

福井、大野教会 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 49,000 17,270 136,270 321,420

鯖江教会 5,000 5,000 ――　　 5,000 5,000 5,000 5,000 125,500 5,000 160,500 223,138

魚津教会 1,541 1,100 3,500 3,500 2,300 1,922 10,590 ――　　 ――　　 24,453 124,993

小矢部教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 6,005 ――　　 4,600 ――　　 10,605 107,518

高岡教会 6,842 4,821 16,086 11,410 10,647 11,720 8,810 15,687 ――　　 86,023 191,167

富山教会 31,269 26,986 17,557 31,178 30,858 38,784 27,641 45,673 ――　　 249,946 673,069

その他 5,000 5,000 ――　　 5,000 5,000 5,000 593,155 125,220 ――　　 743,375 ――　　

計 694,888 762,510 593,938 710,965 744,641 800,351 1,737,167 2,186,485 750,021 8,980,966 26,086,330

※「その他」とは小教区以外の学校、幼稚園、修道会・宣教会からの献金です。
※この表は2018年4月1日から2019年3月31日までに各小教区から教区本部に着金した金額を記載したものです。
※四旬節献金など会計年度をまたがって教区本部に入金された場合には二年度分記載されることもあります。
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東日本大震災・福島原発事故、 
災害支援金の報告

○発災時よりカリタス福祉委員会へ振込された支援金のご報告
　�2011. 3. 17（発災後募金開始）から　2019. 6. 30までの合計
� 　31,038,244円
○2019年6月　振込された支援金
� 　1件　21,602円（振込手数料引落後の金額）
　振込ご協力いただいた小教区　金沢教会
名古屋教区の支援金は
　�大阪教会管区震災復興支援プロジェクト、福島での原発被
災支援活動されている団体を中心に支援しています。引き
続き皆様のご支援、ご協力をお願い致します。
　毎月の支援状況は名古屋教区報で報告。
　�各ベースの震災支援状況は仙台教区サポートセンター活動
日記のHPに掲載。
　　　　　http://caritasjapan.jugem.jp

支援金振込先
口座番号：００８２０－５－１３７４５６
　　名義：カトリック名古屋教区カリタス福祉委員会
　　　※「�東日本大震災・災害支援金」と�

募金の意向を記入願います

ご連絡・問合せ先
名古屋教区カリタス福祉委員会
　　電話　052-852-1426　　FAX　052-852-1422

2019年名古屋教区合同追悼ミサのご案内
◆名古屋市立八事霊園内　カトリック名古屋教区霊園
　日　時　9月23日（月・振休）14：00（雨天中止）
◆東八事霊園内　第一カトリック墓地
　日　時　10月13日（日） 13：00（雨天中止）
◆東八事霊園内　第二カトリック墓地
　日　時　11月3日（日・祝）14：00（雨天中止）

【雨天中止について】
　当日のNHKの朝の天気予報で午後はっきり雨と予想された場
合には、合同追悼ミサは中止。当日11：00まで教区事務所で電話
のお問い合わせに対応させていただきます。また中止の場合には
12：00に現地に追悼ミサ中止の看板を設置いたします。
　駐車場には限りがあり、霊園内への自動車での入場をお断りす
る場合もあります。公共交通機関をご利用くださいますようお願
いいたします。
問合せ　名古屋市東区葵2丁目6-35
　　　　カトリック名古屋教区本部事務局内
　　　　カトリック霊園管理事務所
　　　　☎052-935-2223 FAX 052-935-2254
＊お願い＊
　○�名古屋市霊園管理事務所のご指導により墓地への納骨の際は、
申請・許可が必要です。

　�八事霊園の方は、事前に教区本部事務局墓地係までお知らせ下
さい。

　�東八事霊園の方は、管理会社（株）名古屋浄苑（052-831-1370）
までお問い合わせください。

AJU 自立の家
第28回ウェルフェアコンサート

～～童謡100年～～
日　時　9月5日（木）開場17：45　開演18：15～
会　場　愛知県芸術劇場コンサートホール
プログラム（敬称略）
第１部　「赤い鳥」から生まれた童謡
　　　　�志田雄啓（テノール）、西畑佳澄（ソ

プラノ）、多田聡子（ピアノ）、なない
ろ歌劇団（合唱）

第２部　童謡の四季
　　　　�名古屋ヴィルトゥオーゼン（名フィル

メンバー）による室内アンサンブル
第３部　「みんなで歌おう」
　　　　大庭照子
　　　　�高田真理（ソングリーダー）、小林俊

介（パーカッション）、小林順子（ピ
アノ）

総合司会　内多勝康
入場料　�全席指定　A席5000円、B席4000円、�

C 席3000円、車いす席3000円
問合せ・予約受付　社会福祉法人AJU自立の家
　　　　〒466-0037 名古屋市昭和区恵方町2-15
　　　　後援会事務局（村上かづ）
　　　　☎052-841-5554　FAX 052-841-2221

第34回名古屋教区障害者のつどい
日　時　9月29日（日）10：00～16：00（9：00受付）
会　場　カトリック金沢教会　金沢市広坂1-1-54
講演会　テーマ「心を病む人とともに」
　　　　～障害・病をうけいれるには～
講演者　英（はなぶさ）隆一朗神父
　　　　（カトリック麹町教会主任司祭）
インターナショナル・司教ミサ
　　　　ミサ主司式　ミカエル松浦悟郎司教
プログラム
　　　　10：00 司教ミサ、11：30 講演・意見交流
　　　　13：30 昼食・交流会、15：00 終了
参加費　無料
主　催　名古屋教区カリタス福祉委員会
問合せ　名古屋教区障害者連絡会
　　　　☎052-852-1426　FAX 052-852-1422

「障害者のつどい」のお祈りと 
募金による支援協力のお願い

　名古屋教区カリタス福祉委員会（委員長：山野聖嗣神父
O.S.A）と北陸ブロック（ブロック長：長谷川潤神父O.F.M）
および教区障害者連絡会（会長：富永諒）では、9月29日（日）
に金沢教会で開催する「第34回障害者のつどい」の支援とし
てお祈りと募金の協力を呼びかけている。
　当日、会場で行う募金だけでは対応が難しい状況にあると
いう。この募金活動についてはすでに5月26日の北陸ブロック
会議を経て、6月2日の宣教司牧評議会で審議され承認を受け
ている。
　各小教区、修道会には、すでにお願いの文書が送付されて
いるが、「障害者のつどい」開催の意義を皆が理解し、祈りと
経済的負担によって支援したいものだ。
　集められた募金は文書に同封された振込用紙にて9月29日ま
でに送金することになっている。
振込先　郵便口座：00880-0-117367
　　　　加入者名：カトリック名古屋教区障害者連絡会

19年度　教区正義と平和委員会　学習会
サヨナラ！！「今だけ　カネだけ　自分だけ」

―平等と公正、連帯と民主主義の実現へ―
第2回　故郷を守ろうとした住民の記録

講　師　�東ヶ丘の環境を守る会・卯の里の里山を守る会代表　�
小野裕子さん（カトリック半田教会信徒）

日　時　8月17日（土）13：30～16：00
場　所　福信館　名古屋市東区葵2-6-29
　　　　カトリック布池教会東
問合せ　正義と平和委員会　☎052-935-7180

〈学習会予定〉
第 3 回　10月19日（土）13：30～
テーマ　福島原発事故の今、放射線・避難生活
講　師　大沼淳一（元愛知県環境調査センター）　避難者

新刊書紹介   �

教会法神学論集 
「教会法から見直すカトリック生活」

� 発行　教友社　田中昇 訳・編　￥3,240（税込）

　教会法学という確固とした規範
から教会生活を明確化するため
に。信徒、小教区、秘跡に関する
10の問題を扱う。今後の教会形成
に必須の一冊。

【目次】
1．�カトリック信者の法的身分・
カトリック教会の一員であると
はどういうことなのか

2．�カトリック教会における統治
権・役務的祭司職への信徒の協
力について

3．�信徒が担うべき教会の任務について
4．�小教区共同体における主任司祭の役割と信徒との関わ
りについて

5．小教区制度・小教区所属の在り方について
6．小教区の財産管理について
7．教会内のさまざまな運動と奉献生活の会について
8．教会の福音宣教の基本姿勢について
9．秘跡を受ける者の信仰について
10．�典礼における聖歌隊の奉仕の本質的な意味について

今世紀にキリシタン史を学び直す
「2019年キリシタン史勉強会」

会場案内
名古屋会場　カトリック主税町記念聖堂
金　沢会場　カトリック金沢教会
勉強会の日時と講題
第 6回　名古屋 10月12日（土）13：00
　　　　金　沢 10月13日（日）10：00 ミサ後
テーマ　「五島のキリシタン」
　　　　濵口末明神父（神言会司祭）
連　絡　申し込み不要、参加費無料（席上献金あり）
　　　　�参加ご希望の方は当日会場にお出かけ下さい。

なお、講師の都合により、講題テーマは変更
になる場合があります。

主　催　カトリック名古屋教区殉教者顕彰委員会
　　　　☎052-936-8366

第11回『あとから来る者のために』
原発勉強会

　どなたでも、気軽にご参加ください。一緒に原発に
ついて考えましょう。
日　時　8月10日（土）13：30～15：00
場　所　カトリック布池教会信徒会館3F
　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23
参加費　200円　　主　催　次世代を考える会
問合せ　三本木國喜　☎0561-83-5360

カルメル修道会 土曜静修 in 名古屋
―カルメル会士とともに過ごす聖母の土曜日―

日　時　9月7日、10月5日、11月2日、12月7日。
　　　　いずれも土曜日。13時から17時まで。
　　　　講話・黙想・ミサ・教会の祈りなど。
場　所　カルメル修道会 日比野（本部）修道院
　　　　（カトリック日比野教会）
交　通　地下鉄名港線　日比野駅下車 徒歩 約8分
その他　参加の事前連絡は不要。直接お越し下さい。
　　　　当日は千円程度のご寄付をお願いします。
　　　　ゆるしの秘跡にあずかることができます。
問合せ　男子跣足カルメル修道会　一日静修係
　　　　FAX 052-681-6445　E-mail hibino@carmel.or.jp

聖マザー・テレサ 
祝日記念ミサのお知らせ

日　時　9月5日（木）15：00～
場　所　カトリック五反城教会
　　　　名古屋市中村区二瀬町27
交　通　地下鉄東山線「岩塚駅」下車徒歩約4分
司　式　アングリア・ボーガルト神父（姫路・淳心会）
　　　　ミサ後、茶話会があります。
　　　　�「マザー・テレサの九日間のノベナ」の冊子を

お持ちの方は8月27日から始めてください。
連絡先　神の愛の宣教者会名古屋修道院
　　　　☎052-441-5141

カトリック平和旬間　広島・長崎・終戦の回想

第11回平和祈念の集い
日　時　8月4日（日）13：30～15：45
場　所　カトリック南山教会マリア館ホール
プログラム
　　　　�讃美歌～聖書朗読～スライドショー「かぐや姫物語」�

井爪謙治版、朗読・紫堂恵～合唱・南山教会聖歌隊
　　　　講話　「本当の平和のために働こう」
　　　　　　　本田哲朗神父（フランシスコ会）
　　　　�共同祈願～平和を求める祈り～派遣の祝福（南山教会・

新立神父）、聖歌
主　催　カトリック南山教会信徒・名古屋友の会　会員有志
連絡先　井爪光子　☎080-3066-3433

主にささげる24時間～聖体礼拝
　主税町記念聖堂では月に2回、聖体礼拝が行
われています。開始時と終了時にミサが行われ
ます。どうぞご参列ください。
日　時　毎月第2・第4木曜日
　　　　木曜日19：00～金曜日19：00
場　所　主税町記念聖堂
　　　　名古屋市東区主税町3-33
主　催　カトリック名古屋教区
問合せ　名古屋教区本部事務局
　　　　☎052-935-2223
責任者　平田政信神父
　　　　携帯電話 090-1623-1170
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郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

600件 29‚313‚990円
（6月末）目標額 40,000,000円
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《 聖パウロ書院からのご案内 》

＊ロザリオの祈り＊
　どなたでも自由に参加できます。
毎月第2日曜日14：00～（約40分）
8月休み、9月8日、11月10日、12月8日。

＊読書会＊
　図　書『修道院の風』原 造（はら つくる）著
毎月第3土曜日14：00～15：30分
8月休み、9月21日、10月19日、11月16日、12月は休み。
聖パウロ書院　名古屋市東区葵1-13-2
　　　　　　　☎052-936-4443

2019年度　名古屋教区、神言会・聖霊会 
JPIC 勉強会シリーズ

21世紀において必要とされる和解と協力
第３回　和解の可能性
　　　　日　時　9月22日（日）13：30～16：00
　　　　講　師　予定していたシーゲル神父ご逝去のため、講師は検討中
第４回　オリンピックの理想
　　　　日　時　2020年1月26日（日）13：30～16：00
　　　　講　師　近藤良亨さん（名古屋学院大学スポーツ健康学部）
会　場　聖霊病院2階聖霊ホール（第2回～第4回）
　　　　名古屋市昭和区川名山町56
　　　　�地下鉄鶴舞線「いりなか」駅下車1番出口より右折し徒歩2分
駐車場　有料　公共交通機関をご利用ください。
問合せ　カトリック東海教会 Fr．アントニー ☎0562-33-0044
　　　　川名山聖霊修道院 Sr．三根 ☎052-861-3255

「美濃・尾張キリシタン顕彰碑」の 
建設募金　キャンペーン中！！

　名古屋教区では17世紀後半に起こった「濃尾崩れ」
発祥の地となった岐阜県可児市塩の地に顕彰碑を建
てる予定です。只今募金キャンペーン中です。皆さま
のご協力をよろしくお願いします。
キャンペーン期間　2018年12月2日～2019年11月30日
振込先　カトリック名古屋教区　00810-5-50605
　　　　�（通信欄に必ず「美濃・尾張キリシタン顕彰

碑建設募金」と明記）専用振込用紙は小教
区に配布済み。

問合せ　カトリック名古屋教区宣教司牧評議会
　　　　殉教者顕彰委員会委員長 浅井太郎神父
　　　　〒444-0864 岡崎市明大寺町字向山2-3
　　　　☎0564-51-1848　FAX 0564-64-1215

「青年のための聖書の学び」
日　程　9月14日（土）　祈りの体験の日Ⅱ
テーマ　�祈る（マルコ1章）　「朝早くまだ暗いうちに、イエスは起き

て、人里離れた所に　出て行き、そこで、祈っておられた。」
対　象　青年男女（18～32歳）
時　間　9：30～15：30　祈るために聖堂を開放します。
　　　　①聖櫃の前で黙って座っていたい
　　　　②ロザリオで祈りたい
　　　　③�こどもを連れて、車椅子で聖堂に入りたい
　　　　プログラム作成中です。FBでお知らせいたします。
場　所　�名古屋市千種区園山町1-56
　　　　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
担当者　シスター碇（いかり）政子　連絡先　☎052-782-5850
FB　「青年のための聖書の学び」   HP　http://www.concepcionistas.jp/

事務所休館日のお知らせ
○名古屋教区センター事務所
　8月13日 （火） ～ 16日 （金）
○聖パウロ書院
　8月12日 （月・振休） ～ 15日 （木）

名古屋教区ニュース 次号（10月号）は 
10月6日（日）発行予定です

　10月号に勉強会や行事案内を掲載希望の方は8月末
までに連絡をお願いします。

Cantus NAGOYA（カントゥス・ナゴヤ）の 
「美濃・尾張キリシタン顕彰碑」建設募金 
キャンペーンのためのチャリティーコンサート
日　時　10月12日（土）12：30～13：00
会　場　カトリック主税町記念聖堂
料　金　無料 （任意の献金をお願いします）
演　奏　Cantus NAGOYA（カントゥス・ナゴヤ）
演奏曲　ウィリアム・バード「3声のミサ曲」
　　　　トマス・ルイス・デ・ビクトリア
　　　　　「ドゥオ・セラフィム」
　　　　ミクロス・コチャール
　　　　　「サルヴェ・レジーナ」など
グループ紹介
Cantus NAGOYAは、主に中世ルネッサンス・バロッ
ク期の音楽を中心に、美しいハーモニーを追求し活動
している少人数女声アンサンブル
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